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※時間や場所は変更になる場合があります。詳しくは問い合わせください。

サークル名 開催日時・場所 活動内容

サークル
「めだかっこ」

毎週火曜日 10時～12時
子育て支援センター

未就園児と保護者が対象です。自由遊びや製作、運
動遊びなどを行っています。予約すると有料で給食
の試食をすることができます。

サークル
「おんぶに抱っこ」

毎週金曜日 10時～15時
町立児童館

未就園児と保護者が対象です。親子健康教室など、
子育ての不安や悩みも気軽に相談できます。

ベビーサークル
「あっぷっぷ」

毎月第２・第４水曜日 10時～12時
子育て支援センター

生後２か月～12か月の乳児と保護者を対象にベビー
マッサージやふれあい遊びなどを行っています。

マタニティサークル
「ポコ・ア・ポコ」

毎月第２木曜日 10時～12時
オークホール和室

助産師さんと一緒に妊娠中の生活などを楽しく学び
ます。産後ママの参加もお待ちしています♪

【４月の主な予定】
　★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日） ▷７日／新年度スタート・虹の会読み聞かせ　▷14日／みんなで
　　大きなこいのぼりを作ろう！（給食）　▷21日／お皿づくり（ポーセラーツ）～子どもの日にちなんだ
　　オリジナルのお皿を作りましょう！　※28日のサークルはお休みです。　
　★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）　▷10日／おもちゃ遊び　▷17日／親子健康教室・虹の会読み聞かせ
　　▷24日／おっぱい相談・乗り物遊び
　★ベビーサークル「あっぷっぷ」 ▷15日　▷22日／虹の会読み聞かせ
　★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」　▷９日

【サークルの紹介】

　詳細は「おんぶに抱っこ通信」で確認ください。「おんぶに抱っこ通信」は添田町役場などで
入手でき、添田町子育て情報ポータルサイト「のびのびそえだっこ」にも掲載しています。
　問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）　添田町大字落合984番地くるみ保育園２階

↑のびのび
   そえだっこ

添田町地域子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターは保育所や幼稚園に通っていない親子が交流を深めたり、楽しく遊んだりできる
施設です。くるみ保育園の２階にあり、保育士が常駐して子育ての不安や悩みも相談できます。絵本の
読み聞かせや、工作、保健師や助産師からのアドバイスを受けることができるサークルも定期に開催し
ています。日曜、祝日を除く10時から16時まで開いていますので、気軽に遊びに来てください。
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１歳のお誕生日おめでとう♡
これからもスクスク元気に大き
くなってね🥰

清水 蒼
そあ

空 ちゃん 
４月20日生 ❶・峰地

れんのすけ１歳のお誕生日おめで
とう☆すくすく元気に育ってくれ
てありがとう♪これからも強くた
くましく大きくなってね！

数山 蓮
れんのすけ

之介 ちゃん 
４月４日生 ❶・伊原

2歳のお誕生日おめでとう♡
これからも可愛い可愛い希空で
いてね♡

清水 希
きあ

空 ちゃん 
４月22日生 ❷・峰地

あっくん、６歳の誕生日おめで
とう♡いつまでも優しい優しい、
あっくんでいてね♡だーいスキ♡

古河 逢
あいき

輝 ちゃん 
４月30日生 ❻・旧三崎

お誕生日おめでとう♡喜怒哀楽ぜ
んぶに全力で、天真爛漫なおとちゃ
んが大好きだよ～(^^)／／４才も
たくさん楽しいことしようねッ

荒木 捺
おと

都 ちゃん 
４月15日生 ❹・峰地

HAPPY
BIRTHDAY

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をメールで送信してください。
役場総務課窓口でも受け付けています。
　　　　　 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）
送信先

５月生まれの締め切りは、４月10日㈮です。
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【参考文献「岩石城」　平成４年　添田町】 ↑岩石城武将の碑（左が芥田悪六兵衛、右が熊井越中守久重の碑）


